生命・環境系部会2025年度第３回講演会
―公益社団法人日本技術士会中部本部　生命・環境系部会―
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今回の講演会のテーマは、「脱炭素と上下水道の未来：技術士が果たすべき役割と連携の可能性」です。

本セッションでは、講演①にて紹介された排水処理施設の省エネ技術とその導入効果、講演②にて示された上下水道事業における官民連携（W-PPP）の実践と制度的課題を踏まえ、技術士が果たすべき役割や自治体・民間との連携のあり方について意見交換を行います。
両講演は、「環境負荷の低減」と「公共インフラの持続可能性」という共通課題を内包しており、技術士が横断的に貢献できる領域です。 講師からの補足コメントを交えながら、参加者とともに今後の貢献分野や研鑽の方向性を考える場とします。
みなさま是非ご参加ください。


記

日時：令和8年2月21日（土）13:15　～　16:30
会場：ウインクあいち　1210室

    JR名古屋駅桜通口からﾐｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞｽｸｴｱ方面徒歩5分
https://www.winc-aichi.jp/access/
 Webによる参加も可能です。
会費：会員1,000円、非会員2,000円

懇親会：別途4,000円（楽蔵うたげ名駅４丁目店）
　　 https://www.hotpepper.jp/strJ001052504/
　　 希望者は野々部まで：nonokun@tac-net.ne.jp 
締切：2月14日（土）必着

お申し込みは、下記の技術士CPD行事申込一覧（会員）URLからお願いします。申込期限：2月17日（火）

https://www.engineer.or.jp/kaiin/password/cpdevent/cpdeventlist.php
お申し込みの方に、後日講演会の参加方法のご案内と招待メールをお送りします。

お問い合わせ：mihyenahye**yahoo.co.jp（**を@） 中部本部生命・環境系部会 事務局　全 炯圭
令和5年度に新たに開設された部会です。対象は、上下水道、衛生工学、生物工学、環境部門の


会員ですが、他の部門の方も歓迎します。ぜひおいでください！





　＜プログラム＞


     12:45より受付開始


(1)13:15～13:20　事務連絡


(2)13:20～13:25　開会挨拶　日本技術士会 中部本部 生命・環境系部会部会長　鈴木 孝昌


(3)13:25～14:35　講演1　「脱炭素社会実現に向けた世の中の動きと、エネルギー使用量削減


対策の考え方及び具体例紹介


　　　　　　―排水処理施設などの省エネ策及びその効果試算事例を中心に―」


　　　　　　　　　　　技術士（衛生工学、上下水道部門）　野々部 顕治 様


(4)14:40～15:50 講演2　「官民連携で構築する持続可能な上下水道事業


～地方自治体が抱える共通課題の解決手法～」


宮城県宮城郡利府町上下水道部上下水道課　主事　大平 慎太朗 様


(5)16:00～16:25　講師コメントと技術士の貢献・研鑽に関する意見交換


(5)16:25～16:30　閉会挨拶　　日本技術士会 中部本部 生命・環境系部会副部会長　豊増 敏久








